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第２回鹿児島市観光未来戦略総合会議 議事録 

 

１ 開催概要 

開催日時：令和８年８月２６日（水）１４時００分～１５時３４分 

開催場所：ソーホーかごしまＡ・Ｂ会議室 

内  容：１ 開会 

２ あいさつ 

３ 第５期観光未来戦略の策定について 

（１）第１回総合会議における主な意見と対応方針について  

（２）第５期戦略における重点課題等について 

（本市観光の課題の整理、重点的に取り組むべき事項について等） 

４ その他 

５ 閉会 

出 席 者：出席者一覧（２頁）のとおり 

 

２ 委員発言要旨 

⚫ 事務局から提示した「第5期観光未来戦略において重点的に取り組むべき事項」の方向性をもとに、

次回以降の会議において、重点プロジェクトに関する議論の掘り下げ（重点的に取組むべき事項の

まとめに至るシナリオの整理、リソース配分等）や成果目標、個別施策等に関する議論を行ってい

くこととなった。 

<今後の検討の進め方等に対する委員意見> 

 「インバウンド誘客が遅れている」、 「桜島で消費が生まれていない」といった現状については、な

ぜそうなっているのかという原因分析が重要。 

 重点事項で掲げるインバウンドやＭＩＣＥについて、なぜ取り組むのかという目的や意義を明確に

したうえで、何を強みとして打ち出していくのかと示す必要がある。 

 重点プロジェクトだけでなく、まず戦略全体の方向性や体系を示し、その中で重点的に取り組む事

項を位置付けたほうが議論しやすい。 

<個別の施策等に対する意見> 

 鹿児島市は県内宿泊の約 5 割を占めているが、ナイトライフなど夜間の魅力創出は遅れている。 

 桜島大根などの地域資源を活用した食の体験型ツアーの造成や、魚類市場等をもっと開かれた形で

観光資源として活用することで、新たな鹿児島の魅力を発信できるのではないか。 

 コンサートやスポーツイベントなど集客力の高い催事を誘致し、人が集まる魅力を高めるべき。 

 欧米豪からの旅行者を鹿児島市内で見かける機会が増えており、今後はこうした市場の拡大を見据

えた受入環境整備や誘客施策を進める必要があるとともに、直行便については、上海線・香港線の

回復状況を注視しつつ、現在運航している韓国線に重点を置く必要もあるのでは。 
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【出席者一覧】 

 


